
まずは、お米をはかったり、洗ったりしました。「誰からしよう
か？！」順番を決めていく子どもたちです。最初はなかなか決まら
ず…。どうやって決めるのかな？と近くで様子を見守っていましたが、
しばらくすると、「後でもいいよ」と言う子が何人か。「後でもいい
よ」と言うのは、順番のこと話で友だちに最初にやるのをゆずってあげ
る！ということだったようです。友だちにゆずってあげたり、ゆずって
もらったりしながら、順番を決めることができました。子どもたちのや
さしさを感じることができ、ほっこりした時間でした。

お米を洗うのもとっても上手になりました。以前、ぞう組さんに
教えてもらったことをしっかりと覚えている子どもたちのでし
た！数を数えながらお米を洗い、釜の中に入れてくれましたよ！

いよいよ火をつける時間。うまくつくかな…？！
マッチはみんな上手につけることができたのですが…なかなか火
をつけることができず…。ここにきて苦戦。「どうやったらつけ
れるかな…？」とってもとっても悩みました。保育者に助けても
らいながら、うちわを使ってみたり、いろいろ、いろいろ試し
て…なんとか火をつけることができました！！子どもたちのよく
頑張りました！！

みんなで炊いた釜のご飯に、うさぎ組さんが作った切り干し大根
を混ぜて、「切り干し大根ご飯」にしました。
「おいしー！」と言って嬉しそうに食べる子どもたちでした！

釜でご飯！！
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本日のねらい・内容

今日は、子どもたちと一緒に釜でご飯を炊きました。いつもお米を洗う時に使うボールを準備している
と、「今日は、お米やるの？」と聞いてくる子どもたち。準備している道具で今日は何をするのかわか
る子どもたち！すごいですね！釜を出すと、「えーっと何だっけ…？」と少し困った様子…。「あのあ
れよね。」という子も。その様子も可愛らしかったです！

成長の視点

今後の展開
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